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は 漢 名 で
「火で洗う
ことのでき
る布」を意
味し，アス
ベスト（石
綿）のこと
です。江戸時代にはヨーロッパや中国でも入手困
難とされていましたが，1764（明和元）年に博物学
者の平賀源内と中川淳庵が秩父山中での発見によ
り火浣布の作成に成功しています。
　その10年後，前野良沢を指導者とする医師グ
ループが1774（安永３）年「解体新書」を翻訳し，
蘭方医の杉田玄白が出版しました。これを契機と
して，江戸で蘭学が勃興すると，良沢，桂川甫周，
森島中良，大槻玄沢，宇田川玄随，徳川頼徳らの
蘭学グループは，当時入手困難な珍品として評判
となっていた火浣布も探求の対象としました。中
でもオランダ語の読解力が抜群でラテン語やフラ
ンス語も研
究していた
良沢は，ウ
ォイトの『医
薬事典』，
『ボイス百科
事典』と合
わせて『諸
術秘蔵』に
書かれたアスベストの記事をもとに，漢訳『火浣
布』を著しました。原書によってアスベストの薬
効も詳しく紹介し，『諸術秘蔵』の銅版アスベスト
図を訳稿の挿絵に用いています。これによりエレ
キテルとともに，江戸時代に火浣布ブームを引き
起こすこととなりました。
　良沢が同時に翻訳に利用したウォイトの『医薬
事典』と『ボイス百科事典』は江戸時代に舶載さ
れた原本がいくつか残されていますが，ラーナウ
の『諸術秘蔵』はこれまで伝来本が知られず今回
初めての発見となりました。
　今回の調査により，原書を収めた木箱の蓋に貼
られた二重のラベルから分類記号と思われる漢字
「日」を墨書したラベルが出現し蘭癖大名などに特
徴的な収納方法であるところから，松田客員教授
は良沢の門人でパトロンでもあった紀州徳川家の
九男頼徳が旧蔵者ではないかと推定しました。そ
こから実際に良沢が手にした原書である可能性が
高いと分析しています。
　引き続き調査・研究を行い，これまで収集して
きた「洋学文庫」から新たな発見があることを期
待し，外国語を専門とする大学として，外国語や
海外の文化を吸収した歴史を振り返ることができ
ることを楽しみにしています。
■神田外語大学附属図書館
　所在地：千葉県千葉市美浜区若葉1-4-1
　http://kuis.libguides.com/
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図１．シーボルト直筆書簡　右下にサイン
図２．ラーナウ『諸術秘蔵』
図３．火浣布銅版図
